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＜日帰り入浴料金＞

・通常料金（町外からの利用者）

R7.4〜
　料金

大人
（中学生以上）

子供
（小学生以下） ー 大人回数券

（12回）
子供回数券
（12回） ー

1カ月定期券
※�顔認証�
登録者

￥700 ￥350 ー
￥6,500 ￥3,200

ー ￥8,000
平日

割引料金 ￥600 ￥300 ー ー ー

・町民優待料金

町民
優待料金

大人
（19歳以上）

子供
（小学生以下） 65歳以上 大人回数券

（12回） ー 65歳以上回数券
（12回）

1カ月定期券
※顔認証登録者

200円割引 子供無償化
（子育て世代支援）

特典 1,500円割引 ー 2回分お得
（特典） 2,500円割引

￥500 無料 ￥350 ￥5,000 ー ￥3,500 ￥5,500

ご予約・お問い合わせ
しほろ温泉プラザ緑風　（指定管理者　(株 ) ベリオーレ）

TEL：０１５６４－５－３６３０
https://www.shihoro-spa.co.jp

〒０８０－１２８５　河東郡士幌町字下居辺西２線１３４番地

昼メニュー一例

・しほろ牛すき焼き膳	 ・しほろ牛ハンバーグ膳
・ローストビーフ丼	 ・海鮮焼き定食　など

レストランベリオーレ
日帰りレストラン

営業時間　１２：００～１５：0０(ラストオーダー１４：３０）

ナノクラって？

道東地区に初導入！
潤いの体感浴

ナノクラナノレベルの
温ミストが全身を温かく

包み込みます
（美容の湯）

しほろ温泉プラザ緑風　　　　リニューアルオープン！

新たに導入された
「ナノクラ」に
興味津々

きれいな館内に思わず記念撮影

広々した休憩室でのんびり

テラスの足湯が気持ちいい

いよいよオ
ープン！

記念タオル
も配られま

した

宿泊者はチ
ェックインか

ら

最大６時間
好きなドリン

ク

飲み放題

宿泊者限定の夕食はしほろ牛の焼き肉コース
色んなお肉が食べられて大満足！

参加者からは、「きれい」「すごい」と言う声が聞こえ、新しいお風呂や部屋、
レストランを早く使いたいという期待に胸に膨らませている様子でした。

内 覧 会
グランドオープン

　2001年に開館して以来23年が経過し、施設
や設備が老朽化して来たため、昨年10月から臨
時休業して大規模改修を行って参りました「し
ほろ温泉プラザ緑風」が、4月18日にリニュー
アルオープンいたしました。
今回の改修は、宿泊施設では、各部屋はすべ
てベッドとシャワーの設備を取り付け、レストラ
ンは段差をなくしバリアフリーといたしました。
　特に浴室の改装では、道内では初めてのミス
トサウナ個別型の「ナノクラ」を導入、つぼ湯
や電気風呂なども設置し、タイプの異なる「健
康の湯」「美容の湯」として日替わりで男性用、
女性用といたしました。
休業中には、従業員4名が「温泉入浴指導員」
の資格を取得し入浴に対する指導も行えますので、
希望される方はご活用してください。
　レストランのメニューには「士幌牛」をメイン
とした焼き肉によるコース料理とし士幌町の魅
力をアピールしていくこととしました。
施設の管理運営は今まで通り、指定管理者とし
ての（株）ベリオーレが担っていきますが、士
幌町唯一の温泉を核とした観光施設として従業
員一同が「おもてなし」の精神で、お客様に満
足いただける、又愛される施設としてまいりた
いと存じますので、今後ともご愛顧いただきま
すようよろしくお願い申し上げます。

株式会社ベリオーレ
代表取締役　柴田 敏之

営業時間
１２：００～２２：００（最終受付２１：００）

日帰りレストランの昼食
「サラダ、スープ、ごはんのおかわり自由」

も好評

おいしいしほろ牛に舌鼓！
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子 育 て ・ 福 祉

住 宅・生 活・環 境 な ど

　士幌町の令和７年度予算は、一般会計と４特別会計３事業会計を合わせた総額で156億353万円（対
前年度比11.7％増）となりました。
　今回は、令和７年度に実施する町の事業のうち、町民の皆さんに直接関わりのある事業を中心に、
主要な事業の一部を紹介します。
　なお、詳細は町民総合情報紙をご覧いただくか、それぞれの担当課にお問い合わせください。
※�広報しほろ５月号と合わせて配布されます「士幌町機構図」（Ａ３版）の裏面に、担当課の直通電
話番号（ダイヤルイン）が掲載されていますので、お問い合わせの際はご利用ください。

まちの主要な事業 令和７年度

　古くなった公営住宅の建替事業です。住
みやすい住宅を整備します。

（若葉団地）

担当 建設課建築住宅係
　　 （役場庁舎１階　直通５－５２１６）

　町内事業者または団体などが、町内で開
催する交流事業に要する経費を一部助成し
ます。

担当 地域戦略課まちづくり推進係
　　 （役場庁舎２階　直通５－５２１２）

　高齢者世帯や福祉施設に対してエアコン
の購入および設置費用を一部助成します。

担当 保健福祉課地域福祉係
　　 （福祉センター　直通５－２００６）

　個人・事業者を対象に、太陽光発電等の
再生可能エネルギー及び省エネルギー設備
の導入助成を行います。

担当 地域戦略課ゼロカーボン推進係
　　 （役場庁舎２階　直通５－５２１２）

公営住宅整備事業

若者世代交流事業助成

高齢者等熱中症対策助成事業

ゼロカーボン推進に係る補助事業

　新築住宅の建設・購入、または、中古住宅
を購入される方を対象にその費用を一部助成
します。
担当 建設課建築住宅係
　　 （役場庁舎１階　直通５－５２１６）

マイホーム建設支援事業

1,000万円

　高校在学生の保護者で一定基準の方に対
し、学費・交通費を一部助成します。
担当 保健福祉課子ども家庭係
　　 （福祉センター　直通５－２１０８）

高等学校修学援助事業【拡充】

1,000万円

　持続可能な農業の実現に必要な、幅広い
見識や鋭い経営感覚、豊かな人間性を育む
場として新たに開講します。
担当 産業振興課農業振興係
　　 （コミセン１階　直通５－５２２０）

しほろ農業塾

43万円

　町内に定住する就業者の奨学金返還を一
部助成します。（所得制限撤廃）
担当 地域戦略課まちづくり推進係
　　 （役場庁舎２階　直通５－５２１２）

奨学金返還支援助成事業【拡充】

200万円

　看護師、介護福祉士等の奨学金返還を一
部助成します。
担当 保健福祉課子ども家庭係
　　 （福祉センター　直通５－２１０８）

看護職員等奨学金返還支援助成事業

48万円

1億2,604万円

50万円

858万円

4,968万円

　小・中学校の給食費を無償化します。

担当 学校給食センター
　　 （直通５－２６７２）

　身体障害者手帳の対象とならない中等度
難聴の高齢者に、補聴器購入費用の一部を
助成します。

担当 保健福祉課地域福祉係
　　 （福祉センター　直通５－２００６）

　認定こども園及び発達相談センターの移
転新築工事を行います。

担当 幼児教育課
　　 （直通５－２３６４）
担当 こども発達相談センター
　　 （直通５－２５９８）

　小・中学生を対象に漢字検定などの各種
検定受験料を助成します。

担当 教育課学校教育係
　　 （総研　直通５－４７３２）

　妊娠、出産、子育てに関する不安を取り
除くため、専門員への相談や日帰りの産後
デイケアを行います。

担当 保健福祉課健康推進係
　　 （福祉センター　直通５－２１０８）

　士幌市街区域外の運転免許証の不保持高
齢者など、または、令和４年４月１日以降
に運転免許証を返納し、過去にこの助成を
受けたことがない士幌市街区域の高齢者な
どへのハイヤー助成を行います。
担当 保健福祉課地域福祉係
　　 （福祉センター　直通５－２００６）

学校給食費無償化事業

高齢者補聴器購入費助成事業

認定こども園・こども発達相談センター 新築工事事業

各種検定受験料助成

産前産後ケア事業

高齢者等移動支援事業助成

2,571万円

100万円

23億4,310万円

113万円

78万円

672万円
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　人口減少を和らげ、安全・安心に暮らせる持続可能な地域社会を実現することです。
町では、第１期の ｢ 人口ビジョン ｣ で『2040年の時点で約5,100人を維持する』とい
う目標を立て、それを目指すために ｢ 総合戦略 ｣ を策定しました。第３期においても、
この目標は継続しています。
　策定時に基準とした2010年の6,416人から、568人減少しました（2020年国勢調査）。
人口ビジョンでめざす人口5,927人に対し、実際の人口が5,848人となったことから、
人口減少の抑制に引き続き取り組んでいきます。

　第２期総合戦略で示した４つの基本目標の結果は、次のとおりです。

４つの目標の内容 目標数値 結　　果
基本目標１ 町内従業者数 2,412人 2,720人（R3）
基本目標２ 社会増減数（転入－転出） ±0人（５年間合計） −127人
基本目標３ 出生数 212人（５年間合計） 174人
基本目標４ 町民の定住意向率※ 60.0％ 42.6％

※町民アンケートでの「今住んでいる場所に住み続けたい」と ｢ 町内の別の場所に移りたい」の合計

　以上の結果から、引き続き多くの人が住み続けたいと思えるようなまちづくりを進めていきます。
※町民アンケートでの「今住んでいる場所に住み続けたい」「町内の別の場所に移りたい」の合計。

　町では、2015年に策定した「士幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略（人口ビジョンおよび総合
戦略）」から、2020年に第２期を策定、切れ目なく取組を進めてきました。この度、総合戦略の見
直し時期となったことから、2025年度から2029年度までを計画期間とする「第３期士幌町まち・
ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、テーマを「誰もが関わりたくなる農村ユートピアをめざして」
としました。

「第３期 士幌町まち・ひと・しごと「第３期 士幌町まち・ひと・しごと
創生総合戦略」創生総合戦略」を策定しました

「第３期士幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の内容

戦略の
目的

戦略の
結果

 

　は、人口ビジョン
でめざす人口

　 は、人口減少のスピード
がこのまま続くとこのよう
になるという推計

1995年
（H7）

6,839 6,755
6,416

6,132
5,848

5,467
5,111

4,772

4,079
3,713

3,364

5,693
5,500

5,311
4,873

4,656
4,454

5,927

5,102
2040年

2020年までは実際の
人口の推移
（国勢調査の数字）

4,438

4,259

3,042

7,010

（人）
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5,000
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（H17）
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（H22）
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（H27）
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2035年
（R17）

2040年
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2045年
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2050年
（R32）

2055年
（R37）

2060年
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［テーマ］　誰もが関わりたくなる農村ユートピアをめざして
①人口減少に適応し、将来にわたって「持続可能な地域社会」を実現する
②先駆的な農業経営が展開される地域の強みを生かし、多角的な視点で「人の動き」を活性化させる
③それぞれの世代が住み良さを実感できる環境、価値観を備えた地域にする

基本目標１　地域産業の活性化により、多様な雇用を創出する
施策１　地域産業の生産性向上と、支える担い手の確保・人材育成を支援します。

▪農業者や商工業者の経営基盤強化　▪誰もが安心して働ける環境づくり
▪若い世代が士幌で働く場を見つけることができる支援　　など

施策２　地域産業の拡大・多様な事業活動と環境整備を支援します。
▪創業・起業支援×空き店舗対策　▪テレワーク利用促進　▪地元企業、産業を軸とした企業誘致
▪スマート農業技術を活用した生産の高度化・省力化の推進　　など

めざす目標　町内従業者数 2,720人（令和８年） 令和３年の数値を維持

基本目標２　人の流れを増やし、住環境を充実させ、移住・定住を促す
施策１　多様な人とつながる機会を増やし、「関係人口」の創出や拡大により移住を促進します。

▪道の駅「ピア21しほろ」の情報発信・交流機能の強化　▪ふるさと納税を通じた域外交流人口の創出
▪「しほろ温泉プラザ緑風」の温泉資源を核とした地域ブランドの創出　　など

施策２　住んでみたい、住み続けたい、多様な住環境をつくります。
▪短期・⻑期滞在や⼆地域居住ができる住宅の利用促進　▪移住促進助成事業の実施　　など

めざす目標　社会増減数（転⼊−転出） ±０人（令和７〜令和11年の５年間）

基本目標３　結婚 ･出産 ･子育てへの支援を充実させる
施策１　結婚や出産を望む人を応援します。

▪新婚世帯の新生活に伴う負担軽減　▪出産に関する相談体制等の充実　　など
施策２　士幌で子どもを育てたい、教育を受けたいと思う人を応援します。

▪育児と仕事が両立しやすい環境づくり　▪子育てにかかる経済的な負担の軽減
▪士幌町ならではの学びや体験プログラム、地域特性のある取組　　など

めざす目標　出生数174人（令和７〜令和11年の５年間合計）

基本目標４　安心して住み続けることができる地域をつくる
施策１　士幌に住み続けられる生活を実現する魅力的なまちをつくります。

▪質の高い暮らしのためのまち機能の充実　▪住み慣れた自宅や地域で暮らせる支援、医療体制の充実
▪2050ゼロカーボンシティ達成に向けた再エネ導入・省エネの促進　　など

施策２　質の高い防災機能をもつ災害に強いまちをつくります。
▪防災備蓄品や防災救助品等の整備　▪日頃からの災害時のネットワークづくり　　など

めざす目標　町民の定住意向率 60.0％（令和11年）
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■町税および保険料の納付について

令和７年度　町税等納期一覧
期別 町道民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 後期高齢者

医療保険料 介護保険料

第１期
６月１６日から ５月１６日から ５月１６日から

７月１６日から７月３１日まで
６月30日まで ６月２日まで ６月２日まで

第２期
８月１６日から ７月１６日から 　

８月１６日から９月１日まで
９月１日まで ７月３１日まで 　

第３期
１０月１６日から ９月１６日から 　

１０月１６日から１０月３１日まで
１０月３１日まで ９月３０日まで 　

第４期
１２月１０日から １１月１６日から 　

１２月１０日から１２月２５日まで
１２月２５日まで １２月１日まで 　

第５期
　 　 　

１月１６日から２月２日まで
　 　 　

第６期 　 　 　 ２月１６日から３月２日まで
　 　 　

○納期内納付
皆さんに納めていただいた町税や保険料は、道路、上下水道、教育や福祉の充実など、毎日

の暮らしに必要な様々な住民サービスを提供するうえで、とても貴重な欠くことのできない財
源です。

納税者の皆さんが、定められた期限までに自主的に納付していただくことが安定した住民サ
ービスの提供にもつながります。

町税や保険料を有効に使うためにも納期内の納付にご協力をお願いします。

○納付に困ったときは
町税や保険料を納期限までに納めることは原則ですが、病気、災害、盗難、所得の著しい減

少など様々な事情により、納期限までに納付することが困難であると認められる場合は、納付
時期を遅らせたり、分割して納めることができます。

滞納が累積すると、解消のための負担が大きくなります。また、督促状を放置し、催告を無
視しても納付義務が消滅することはありません。納付にお困りの場合は、来庁または電話によ
る相談を受け付けていますので、お早めにご相談ください。

町税および保険料の
納期内納付にご協力をお願いします

○納付書による納付

◦士幌町役場内出納室窓口（役場１階）
◦士幌町指定金融機関　士幌町農業協同組合本所および各事業所
◦収納代理金融機関　　帯広信用金庫士幌支店　北洋銀行帯広中央支店
　注）�北洋銀行帯広中央支店以外の北洋銀行をご利用される場合は、収納手数料１件800円

（税抜き）が納税者負担としてかかります。
◦ゆうちょ銀行　◦コンビニエンスストア（納付書裏面に記載）
◦PayPay 請求書払い

○地方税共通納税システムでの納付について
町道民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税の納付書については、ＱＲコードが記

載され、「地方税お支払いサイト」からＱＲコードを読み取りクレジットカードなどから納付
することができます。

■町税や保険料の口座振替による納付について
　口座振替による納付は、預貯金の口座から自動的に納付いただける便利な方法です。納付のた
めに金融機関へ出向く必要も、うっかり納め忘れてしまうといったこともありませんので、便利
で安全・確実な口座振替納付をぜひご利用ください。一度手続きをすると、翌年度以降も自動継
続され、それぞれの納期ごとに振替をします（一括での振替はできません）。

○口座振替できる町税・保険料

町・道民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料

○口座振替のできる金融機関

◦士幌町農業協同組合本所
◦帯広信用金庫士幌支店
◦ゆうちょ銀行

○申し込み方法
金融機関（農協・信金・ゆうちょ銀行のみ申し込みできます）で、口座振替依頼書にご記入

のうえ、皆さんの預貯金口座に使用されている印鑑を押印して申し込みます。変更および解約
の手続きも同様となります。

町税・後期高齢者医療保険料に関するお問い合わせは
町民課住民諸税係・資産税係（☎５－５２１４）
介護保険料に関するお問い合わせは
保健福祉課介護保険係（☎５－２００６）までご連絡ください
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国民年金からのお知らせ
○国民年金保険料について
　令和７年度の国民年金保険料額は、月額17,510円となりました。

○保険料免除制度について
　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることができない
場合には、本人の申請によって、保険料納付が免除、または猶予さ
れる制度があります。
①免除（全額免除 ･一部免除）申請

本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合
や、失業等の事由がある場合に、保険料が全額免除または一部
免除となります。
②納付猶予申請

50歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予さ
れます。
③学生納付特例申請

学生の方で、本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
なお、付加年金または国民年金基金に加入中の場合、免除等が承認されると脱退となります。

○過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ
　一定の将来期間のほか、過去２年（申請月の２年１か月前の月分）まで溯って免除を申請で
きます。ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金や遺族年金が受け取れないなどの不利
益が生じる場合がありますので、速やかに申請してください。
「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

納　付 全額免除 一部免除 納付猶予
（学生納付特例） 未　納

老齢 ･障害 ･
遺族基礎年金の
受給資格期間に

含まれる 含まれる 含まれる
（注２） 含まれる 含まれない

老齢基礎年金額
の計算に 含まれる 含まれる

（注１）
含まれる
（注１、2） 含まれない 含まれない

（注１）保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額は次のとおりです。（H21.4以降）
　　　 ◦全額免除の場合～２分の１　　　◦４分の３免除の場合～８分の５
　　　 ◦半額免除の場合～４分の３　　　◦４分の１免除の場合～８分の７
（注２）�一部免除については、減額された保険料を納めないまま２年を超えると、時効により

納めることができなくなりますのでご注意ください。

お問い合わせ　　町民課住民係　　　電話　５－５２３１
　　　　　　　　帯広年金事務所　　電話　０１５５－２５－８１１３

民生児童委員
氏名 担当地区 民生児童委員

氏名 担当地区

佐藤　智恵
（中士幌東団地）

明生 ･ 中士幌北 ･ 中士幌北団地
･ 中士幌東団地・旧駅前通以北
中士幌西

前田　美智子
（中士幌新南）

中士幌 ･ 文化 ･ 共進 ･ 中士幌新
南・中士幌南 ･ 旧駅前通以南中
士幌西

辻　千鶴子
（睦西） 睦 ･ 睦西 ･ 睦南 ･ 美園 本田　光一

（大通西） 柏葉 ･ みどり ･ 大通 ･ 大通西

岡部　厚子
（南団地） 南団地 ･ 緑光 山中　洋子

（若葉）
互譲 ･ 若葉 ･ 若葉第一 ･ 本通・
若葉東

土橋　美恵子
（高徳） 仲通 ･ 中央 ･ 高徳 牛渡　ひろみ

（平原第一） 松並 ･ 平原 ･ 平原第一・いこい

石丸　美木子
（新生） 神苑 ･ 新生 川口　太一

（士幌南一区）
士幌南一区（東和・瑞穂）･ 実勝・
勝和 ･ 中士幌（昭和南団地）・
豊進

藤内　明子
（士幌南旭区）

士幌南一区（南士幌・日の出・
東雲）･ 常盤 ･ 西士幌 ･ 士幌南
旭区

角田　富美幸
（士幌北一区） 百戸 ･ 士幌北一区 ･ 平和

和田　晴男
（佐倉南区） 全佐倉地区 河村　敏弘

（松室） 全上居辺地区

神屋　信勇
（清澄） 全下居辺地区 河江　依子

（吉野） 全中音更地区

及川　正義
（栄進） 全新田地区 樋口　正寛

（西上） 全西上地区

中田　まゆみ
（常盤） 町内全域【主任児童委員】 杉田　創造

（互譲） 町内全域【主任児童委員】

　民生委員児童委員は、あなたの身近な相談相手として、その内容に応じて関係機関への「つ
なぎ役」になります。
○住民の立場に立って、まちの福祉を担うボランティアです。

民生委員児童委員は、民生委員法により厚生労働大臣から委嘱された無報酬のボランティアです。
○さまざまな相談に応じます。

地域に暮らす身近な相談相手として、医療や介護、子育ての不安など、住民のさまざまな相談に応じてい
ます。そして課題が解決できるよう、行政機関をはじめ、必要な支援への「つなぎ役」になります。
○安心してご相談ください。

民生委員児童委員には民生委員法に定められた守秘義務があり、相談内容が他の人に伝わることはありません。

民生委員児童委員についてのお問い合わせは
保健福祉課地域福祉係までお願いします。

〒080-1219 河東郡士幌町字士幌西２線１６７番地
士幌町総合福祉センター内　☎︎０１５６４－5－２006

心配ごと、悩みごとを
� ひとりで抱えていませんか？
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士
幌
小
学
校

中
士
幌
小
学
校

北
海
道
士
幌

�

高
等
学
校

士
幌
町
中
央
中
学
校

ようこそ 先生♪～着任した教職員を紹介します～

　４月１日付けで小・中・高等学校に新しく19名の先生方が着任しました。
　４月３日、総合研修センターにて ｢士幌町教職員辞令交付式・辞令伝達式 ｣が開かれました。
　式辞で土屋教育長は「自己研鑽に努められ、次代を担う子どもたちのため、本町の教育の進展
に尽力いただきたい」と述べ、着任者を代表して挨拶を務めた士幌町中央中学校白井将之校長は
「幼保小中高が連携し、まちづくり・ひとづくりに力を発揮していきたい」とあいさつしました。
士幌町の子どもたちのために、よろしくお願いします。

菅す
が

原わ
ら

美み

恵え

子こ

（
前
　
緑
陽
台
小
学
校
）

教
諭

　音更の緑陽台小学校から
まいりました。子どもたち
が毎日元気に明るく生活を
送れるように努力していき
ます。

松ま
つ

井い

　
眞し

ん

治じ

（
前
　
柳
町
小
学
校
）

教
諭

　初めての士幌町、久し振
りの中学校でワクワクドキ
ドキしてます。子どもたち
の笑顔の為に頑張ります！

大お
お

久く

保ぼ

拓た
く

弥や

（
前
　
大
樹
中
学
校
）

教
諭

　生徒が主体となり、生き
生きと学校生活を過ごせる
よう尽力します。どうぞよ
ろしくお願いします。

忠た
だ

津つ

　
香か

織お
り

（
前
　
駒
場
小
学
校
）

教
諭

　駒場小学校より異動して
まいりました。士幌町の子
どもたちのために全力を尽
くそうと思います。

小お

田だ

嶋じ
ま

史し

稀き

（
前
　
芽
室
中
学
校
）

教
諭

　士幌町の子どもたちが笑
顔で生活できる学校づくり
に貢献できるよう頑張りま
す。どうぞよろしくお願い
します。

安や
す

岡お
か

　
智と

も

広ひ
ろ

（
前
　
旭
川
中
学
校
）

教
諭

　出会いは宝。士幌町の皆
様とのつながりを大切にし
ながら、子供たちのため尽
力します。よろしくお願い
します。

舘た
ち

　
　
英ひ

で

樹し
げ

（
前
　
勇
足
小
学
校
）

校
長

　農村ユートピア2世紀に
少しでも貢献できますよう、
職責を果たしたいと考えて
おります。よろしくお願い
します。

廣ひ
ろ

岡お
か

　
正ま

さ

樹き

（
前
　
足
寄
小
学
校
）

教
諭

　2度目の士幌町になります。
子どもたちの成長のために
精一杯頑張ります。よろし
くお願いいたします。

川か
わ

端ば
た

　
　
誠ま

こ
と

（
前
　
鈴
蘭
小
学
校
）

教
諭

　子どもたちと共に学び、
成長できるよう努めていき
たいと思います。どうぞよ
ろしくお願いします。

横よ
こ

井い

　
理り

加か

（
前
　
幕
別
小
学
校
）

教
諭

　子どもたちと共に笑顔あ
ふれる日々を過ごせるよう、
精一杯努めたいと思います。
よろしくお願いします。

水み
ず

野の

　
悠ゆ

う

莉り

（
前
　
啓
北
小
学
校
）

教
諭

　子どもたちが笑顔で学校
生活を送れるようにサポー
トしていきたいです。よろ
しくお願いいたします。

遠え
ん

藤ど
う

　
　
司つ

か
さ

（
前
　
上
美
生
中
学
校
）

教
諭

　士幌町中央中学校に赴任
し、とても嬉しく感じてお
ります。精一杯頑張ります
ので、よろしくお願いいた
します。

中な
か

橋は
し

　
優ゆ

う

斗と

教
諭

　生徒とともに成長し、常
に学び続ける精神を持ちな
がら、地域に努めて参りま
すので、よろしくお願いし
ます。

金か
ね

子こ

　
春は

る

樹き

（
前
　
釧
路
明
輝
高
等
学
校
）

教
諭

　釧路明輝高校より参りま
した。生徒たちの力になれ
るように努めたいと思いま
す。よろしくお願いします。

野の

呂ろ

栄え

梨り

佳か

教
諭

　教員として初めての勤務
となります。生徒、地域の
ために一生懸命頑張ります
ので、よろしくお願いいた
します。

金か
ね

子こ

　
友ゆ

楽ら

教
諭

　生徒のために自分ができ
ることを精一杯頑張ります。
士幌町の皆様、よろしくお
願いいたします。

中な
か

村む
ら

　
和か

ず

徳の
り

（
前
　
稚
内
高
等
学
校
）

教
諭

　稚内高校より赴任いたし
ました。生徒や地域のため
に全力で頑張ります。よろ
しくお願いいたします。

中な
か

谷や

　
　
駿し

ゅ
ん

教
諭

　北海道情報大学からまい
りました。子供たちの成長
のため精一杯頑張りたいと
思います。よろしくお願い
します。

山や
ま

根ね

　
由よ

し

之ゆ
き

（
前
　
士
幌
町
中
央
中
学
校
）

教
頭

　同じ士幌町内での異動と
なり、自分の生まれた町で
さらに働けることを幸せに
感じています。精一杯がん
ばります。
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茶 

の 

間 

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き

近
年
の
自
然
災
害
と
自
分
で
で
き
る
備
え
に
つ
い
て

�

～
西
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
防
災
講
話
～

お
食
事
会
を
開
催

�

～
中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人
会
～

　
２
月
20
日
、
西
町
公
民
館
に
て
、
西
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
と
し
て
、
町
総

務
課
の
嵯
峨
勉
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る「
近
年
の
自
然
災
害
と
自
分
で
で

き
る
備
え
」を
テ
ー
マ
と
し
た
防
災
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
嵯
峨
マ
ネ
ー
ジ
ャ
―
は
、
近
年
の
風
水
害
、
大
規
模
地
震
の
傾
向
の
他
、

能
登
半
島
地
震
の
発
生
や
そ
の
復
興
途
上
に
発
生
し
た
風
水
害
に
よ
る
複
合
災
害
の

被
災
状
況
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
教
訓
か
ら
自
分
で
で
き
る
備
え
と
し
て
、
避
難
所
の
確
認
、
非

常
持
出
し
品
及
び
備
蓄
品
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
過
去
の
西
町
地
域
に
お
け
る
豪
雨
の
状
況
の
情
報
提
供
の
他
、

簡
易
ト
イ
レ
の
使
い
方
や
、
非
常
持
出
品
の
内
容
に
関
す
る
質
問
な
ど
も
あ
り
、
参

加
者
全
員
の
防
災
意
識
を
高
揚
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
嵯
峨
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
今
後
、
町
内
に
お
い
て
も
発
生
し
得
る
災
害
に

備
え
て
、
ま
ず
、
自
分
で
で
き
る
備
え
を
ご
家
族
に
も
準
備
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
地
域
と
し
て
も
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
協
力
し
て
備
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望

ま
し
い
」と
、
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
３
月
16
日
、
中
士
幌
地
区
公
民
館
に

て
、
中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人
会（
大
西

廉
子
会
長
）主
催
の「
中
士
幌
地
区
お
食

事
会
」が
開
催
さ
れ
、
地
区
の
三
十
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　
帯
広
警
察
署
中
士
幌
駐
在
所
の
海
田

卓
弥
巡
査
部
長
か
ら
、
交
通
事
故
の
状

況
、
窃
盗（
泥
棒
）に
つ
い
て
、
特
殊
詐

欺
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
海
田
巡
査
部
長
は
特
殊
詐
欺
に
つ
い

て「
十
勝
で
は
過
去
最
高
の
被
害
に
遭

わ
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
も
人
ご
と
と
考

え
ず
、
何
か
不
審
に
思
っ
た
ら
、
最
寄

り
の
警
察
及
び
♯
９
１
１
０
に
連
絡
し

て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

大
西
会
長
は
最
後
の
挨
拶
で「
皆
さ

ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
、
お
食
事
会

は
、
イ
ン
フ
ル
な
ど
の
感
染
症
の
た
め
、

お
持
ち
帰
り
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
中
、
多
く
の
方
が
参
加
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」と
締
め
く
く
り
、

中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人
会
６
名
の
方
が

前
日
か
ら
丹
精
込
め
て
作
っ
た
ホ
タ
テ

の
炊
き
込
み
ご
は
ん
や
交
通
安
全
グ
ッ

ズ
な
ど
を
、
参
加
者
は
大
事
に
持
ち
帰

っ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
、
役
場
庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
、
職
員
５
名
が
参
加
し
、
水
消
火
器

の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
消
火
訓
練
で
は
、
士
幌
消
防
署
予
防

係
伊
田
開
主
幹
が
、
火
事
が
起
き
た
と

き
に
何
を
す
る
か
や
消
火
器
で
の
消
火

方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、
職
員
ら
は

一
人
ひ
と
り
水
消
火
器
を
用
い
て
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
建
設
課
寺
島
主
事
は「
消

火
器
を
使
う
の
は
小
学
生
振
り
だ
っ
た

の
で
、
改
め
て
使
い
方
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
２
年
間
の
北
海

道
庁
派
遣
を
終
え
、
士
幌
町
に
帰
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
庁
に
お
い
て
は
、
農
政
部
食

の
安
全
・
み
ど
り
の
農
業
推
進
局
食
品

政
策
課
に
配
属
さ
れ
、
令
和
５
年
度
は

ク
リ
ー
ン
農
業
係
、
令
和
６
年
度
は
農

業
付
加
価
値
向
上
係
の
輸
出
に
係
る
業

務
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。　
　

　
研
修
で
は
海
外
出
張（
台
湾
・
香
港
）

に
行
く
機
会
が
あ
り
、
現
地
の
ス
ー
パ

ー
を
見
学
し
北
海
道
産
の
農
畜
産
物
の

販
売
方
法
や
商
流
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
こ
と
で
、

北
海
道
産
の
農
畜
産
物
を
輸
出
す
る
大

変
さ
と
、
日
本
に
い
な
が
ら
他
国
産
の

農
畜
産
物
を
気
軽
に
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で
、
地
域

戦
略
課
に
配
属
に
な
り
、
主
に
ふ
る
さ

と
納
税
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
北
海
道
庁
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
、
士
幌
町
の
た
め
に
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
付
け
で
課
長
職
に
な
っ
た
職
員
と
４
月
１
日
付
け
で
新
規
採
用
に

な
り
ま
し
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

水
消
火
器
を
用
い
た

�

防
火
訓
練
を
実
施

特別養護老人ホーム
施設長

福
ふく

田
だ

　剛
たか

大
ひろ

幼児教育課

貝
かい

瀬
せ

　未
み

有
ゆう

地域戦略課

渡
わたり

　雅
まさ

喜
き

士幌高等学校
事務長

杉
すぎ

山
やま

　みちる

国民健康保険病院

和
わ

田
だ

　賢
けん

太
た

産業振興課

辰
たつ

見
み

　泉
せん

樹
じゅ

総務課

永
なが

井
い

　翼
つばさ

国民健康保険病院

木
き

戸
ど

　詩
し

織
おり

建設課

寺
てら

口
ぐち

　桜
さ

姫
き

地域戦略課

清
し

水
みず

　萌
もえ

特別養護老人ホーム

松
まつ

井
い

　浩
ひろ

樹
き

保健福祉課

田
た

中
なか

　志
し

穂
ほ

特別養護老人ホーム

古
ふる

川
かわ

　望
のぞみ

地域戦略課

玉
たま

田
だ

　夏
か

菜
な

幼児教育課

武
たけ

田
だ

　愛
いと

音
ね

北海道庁
◇◇派遣研修を終えて◇◇

新
任
課
長
職
・
新
規
採
用
職
員
の
ご
紹
介

～
よ
ろ
し
く
お
願
い

�

い
た
し
ま
す
～

【嵯峨マネージャーによる講話】

【西町ふれあいサロンの皆さん】

【中士幌ひまわり婦人会の皆さん】
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北
大
生
と
一
緒
に
勉
強

�

～
春
休
み
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
～

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ

ー
で
癒
や
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

�
～
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
～

町
内
小
学
校
の
新
１
年
生
へ

�

漢
字
の
字
典
を
寄
贈

�

～
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
～

　
３
月
26
日
～
27
日
、
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
に
て
、
北
海
道
大
学
生（
北
海
道

大
学
恵
迪
寮
自
治
会
士
幌
小
屋
チ
フ
レ

ッ
プ
運
営
特
別
委
員
会
）に
よ
る
春
休

み
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
小
学
生
延
べ
48
名
が
参
加
し
、
北
大

生
７
名
が
講
師
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
春
休
み
の
勉
強
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
図
書
館
で

の
読
書
や
ア
リ
ー
ナ
な
ど
で
の
運
動
も

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
北
大
生
と
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

小
学
５
年
の
平
野
朱
理
さ
ん
は「
北

大
生
が
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
。

運
動
す
る
の
も
楽
し
い
」と
話
し
、
同

委
員
会
委
員
長
で
北
大
工
学
部
２
年
の

眞
舩
佑
馬
さ
ん
は「
士
幌
に
は
15
回
ほ

ど
来
て
い

る
が
、
士

幌
の
子
ど

も
た
ち
と

交
流
し
た

い
と
ず
っ

と
思
っ
て

い
た
」と

話
し
て
い

ま
し
た
。

　
３
月
19
日
、
み
ん
な
の
も
り
の
く
ま

さ
ん
に
て
、
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ（
認
知

症
カ
フ
ェ
）が
開
か
れ
、
男
女
22
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
は
認
知
症
の
方
、

介
護
中
の
方
、
予
防
し
た
い
方
な
ど
誰

で
も
参
加
で
き
、
今
回
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
介
護
美
容
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会

の
加
藤
敦
子
さ
ん
と
関
口
優
希
さ
ん
を

招
き
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ

ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
ハ
ン
ド
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し

た
人
は「
な
ん
だ
か
軽
く
な
っ
た
気
が

す
る
！
」「
む
く
み
が
と
れ
た
！
」な
ど

話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
ネ
イ
ル
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
参

加
者
は
綺
麗
に
な
っ
た
爪
を
見
て
嬉
し

そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
25
日
、
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議

会（
佐
藤
弘
夫
会
長
）よ
り
、
町
内
の
新

小
学
１
年
生
へ「
漢
字
の
字
典
」を
43
冊

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
昨
年
末
に
実
施
さ
れ

た「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
」の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。「
漢
字
の
字
典
」に
は
、

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
に
習
う

漢
字
が
学
年
ご
と
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
佐
藤
会
長
が
教
育
委
員
会

を
訪
れ
、
土
屋
教
育
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
藤
会
長
は「
６
年
間
活
用
で
き
る

の
で
、
う
ま
く
使
っ
て
勉
強
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
、
土
屋
教
育
長
は「
読
書
へ

の
親
し
み
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。
大

変
あ
り
が
た
い
」と
感
謝
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　
３
月
27
日
、
町
内
で
住
宅
を
購
入
さ

れ
た
瀬
戸
紳
弥
さ
ん
へ「
マ
イ
ホ
ー
ム

建
設
支
援
事
業
補
助
金
」100
万
円（
う
ち

50
万
円
は
商
工
会
商
品
券
）が
髙
木
町

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を

図
る
た
め
、
町
内
に
初
め
て
マ
イ
ホ
ー

ム
を
持
ち
、
10
年
以
上
定
住
さ
れ
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
瀬
戸
さ

ん
は「
家
具
に
使
い
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
補
助
制
度
な
ど
の
詳
細
は
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援

事
業
補
助
金
を
贈
呈

�

～
瀬
戸
紳
弥
さ
ん
～

　
３
月
27
日
、
し
ほ
ろ
魅
力
発
見
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
１
年

活
動
し
た
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
Ｂ
・

Ｂ
が
役
場
を
訪
れ
、
髙
木
町
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
Ｂ
・
Ｂ
に
は
、
士
幌
町
の
農
業
や
イ
ベ
ン
ト
、
施
設
な
ど
た

く
さ
ん
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
髙
木
町
長
は「
普
段
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
士
幌
の
魅
力
、

新
し
い
発
見
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
Ｂ
・
Ｂ
は「
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
風
景
も
よ
く
住
み
や

す
い
町
だ
と
感
じ
た
。
ま
た
士
幌
に
来
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

Ｂ
・
Ｂ
退
任
！

～
北
海
道
応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

「
Ｔ
ｈ
ｅ　
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」～

新
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ　
～
入
学
祝
い
金
贈
呈
～

　
４
月
４
日
、
７
日
、
今
年
度
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童（
第
３
子
以
降
）へ
入
学
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
、

各
家
庭
を
訪
問
し
、
髙
木
町
長
か
ら
児
童
へ
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
木
町
長
は「
入
学
お
め
で
と
う
！
」と
声
を
か
け
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
す
と
、
児
童
ら
は「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」と
元
気
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
小
学
校
で
は
な
に
を
し
た
い
で
す
か
？
」

と
聞
い
て
み
る
と「
勉
強
を
頑
張
り
た
い
！
」「
た
く
さ
ん
遊
ぶ
！
」「
お
兄
ち
ゃ
ん
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
！
」

「
給
食
が
楽
し
み
！
」な
ど
、
小
学
校
で
の
新
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
第
３
子
５

名
、
第
４
子
１
名
の
計
６
名
が
対
象
で
し
た
。

　
～
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
♪
～
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３
月
27
日
、
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続

功
労
章
を
受
賞
さ
れ
た
吉
田
均
さ
ん
へ

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
髙
木
町
長
よ
り
、

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
副
団
長
は
、
平
成
２
年
士
幌
消

防
団
に
入
団
さ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
情
勢
も
含
め
て
、
消
防
団
員
が
減

少
し
て
い
る
が
、
士
幌
消
防
団
の
維
持
・

向
上
に
こ
れ
か
ら
も
尽
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
話
し
、
吉
田
副
団
長
は「
引

き
続
き
、
消
防
団
の
活
性
化
と
町
の
安

全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　
４
月
８
日
、
町
内
小
中
学
校
お
よ
び
士

幌
高
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
士
幌
小
学
校
31
名
、
中
士

幌
小
学
校
４
名
、
上
居
辺
小
学
校
３
名
、

士
幌
町
中
央
中
学
校
46
名
、
士
幌
高
校
39

名
の
新
入
生
が
入
学
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、
来
賓
や
教
職
員
、

保
護
者
、
上
級
生
な
ど
が
暖
か
く
見
守
る

中
、
新
し
い
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

～
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
♪
～

　
４
月
２
日
、
株
式
会
社
佐
藤
塗
装
工

業
の
佐
藤
有
侯
代
表
取
締
役
が
教
育
委

員
会
を
訪
れ
、
土
屋
教
育
長
よ
り
、
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
に
は
、
士
幌
高
校
の
駐
車
場
な

ど
の
区
画
線
塗
装
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
利
用
者
の
安
全
環
境
の
確
保
に
多

大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
４
月
２
日
、
第
９
回
ア
ジ
ア
冬
季
競

技
大
会（
２
月
７
日
～
14
日 

中
国
）に

出
場
し
た
小
野
寺
優
奈
選
手（
富
士
急
行
）

が
女
子
チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト
で
見
事
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
髙
木
町
長
へ
大
会

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

小
野
寺
選
手
は「
パ
シ
ュ
ー
ト
で
は
、

中
国
の
強
さ
に
叶
わ
な
か
っ
た
け
ど
、

少
な
い
練
習
時
間
の
中
で
初
め
て
の
3

人
で
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
立
派
な

メ
ダ
ル
を
も
ら
え
て
嬉
し
い
」と
話
し

ま
し
た
。

消
防
庁�

長
官
表
彰
伝
達

～
士
幌
消
防
団 

副
団
長

�

吉
田
均
さ
ん
～

小
・
中
・
高
校
入
学
式

地
域
貢
献
事
業

�

感
謝
状
贈
呈

～
株
式
会
社
佐
藤
塗
装
工
業
～

第
９
回
ア
ジ
ア

　
冬
季
競
技
大
会

�

銀
メ
ダ
ル
獲
得
！

～
士
幌
町
出
身
小
野
寺
優
奈
さ
ん
～

5,654人（－87） 男2,797人（－45） 女2,857人（－42） 世帯2,726（－18）
� ※３月末現在（　）は前年比人の動き

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

　
美
濃
橋
付
近
の
長
良
川
で
２
日
、
長
良
川
中
央
漁

業
協
同
組
合
と
大
矢
田
の
か
え
で
保
育
園
の
年
長
児

13
人
が
今
季
初
め
て
稚
鮎
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
同
漁
協
は
毎
年
、
鮎
の
友
釣
り
シ
ー
ズ
ン
前
に
稚

鮎
を
放
流
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
同
漁
協
の
組
合
長
や
武
藤
市
長
、
園
児

た
ち
は
、
岐
阜
県
魚
苗
セ
ン
タ
ー
で
養
殖
さ
れ
た
大

き
さ
10
セ
ン
チ
ほ
ど
の
稚
ア
ユ
10
キ
ロ
分
を
放
流
し

ま
し
た
。

　
同
漁
協
の
尾
藤
組
合
長
は「
６
月
１
日
の
解
禁
に

向
け
て
放
流
を
始
め
ま
し
た
。
少
し
で
も
大
き
く
な

っ
て
、
釣
り
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
話
し
、

武
藤
市
長
は「
鮎
は
世
界
に
誇
る
素
晴
ら
し
い
魚
。

川
を
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
も
放
流
し

ま
し
ょ
う
」と
話
し
ま
し
た
。

長良川中央漁業協同組合と
かえで保育園園児が
稚鮎を放流しました

▲稚鮎を放流する様子� ▼園児たち
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特養だより

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

令和７年度スタート♪� 士幌町認定こども園長　渋谷　浩
　令和７年度は新入園児18名、継続児97名の115名で始まりました。
　４月７日に入園式を実施。昨年に引き続き継続児の３歳以上児も全員参加して
新入園のお祝いと、進級のお祝いを一緒に行うことができました。また、
髙木町長にもご祝辞をいただき、令和７年度のスタートをきることがで
きました。
　少しずつ新しい環境やお友達に慣れ、新入園児も継続児も共に楽しい
園生活が送れるように、職員が一体となり努めてまいります。ご家庭で
もお子さまを励まし送り出していただけたら幸いです。

　いよいよ今年度末には「新園舎」
完成の予定です。気持ちも新たに、
園の運営に努めます。保護者の
皆さまはもちろん、関係する皆
さまのご理解、ご協力をいただ
きながら、右記「５つの目標」に
向け一歩一歩進んでまいります。
よろしくお願いいたします。【入園式の様子】

新入職員のオリエンテーションについて！
　今年度も新たな職員を迎え、当施設では組織の体制
や仕組みの説明として４月１日及び２日にオリエンテ
ーションを実施しました。主な内容としては、施設の
概要・理念・役割・運営や事業計画、町職員としての
コンプライアンスや行動指針、施設内での感染対策や
事故防止・身体拘束虐待防止に加えて各部署（介護・
医務・事務・給食・機能訓練）の説明など、多岐にわ
たりました。一度の説明で全てを理解することは難し
いですが、参加者は毎回緊張の面持ちで真摯に聞き入
っている姿が印象的でした。
　新しい環境での仕事は、何かと緊張やストレスにな
ることもあるかもしれませんが、利用者様のために、
やりがいを持って、日々の業務に取り組めるよう職員
一同でサポートしていきます。

健康ニュース健康ニュース
75歳以上の方への各種健診のご案内

健診を受けることで、生活習慣病の早期発見や治療、フレイル予防（虚弱体質の予防）や健診結果をもとに
保健指導・栄養指導を受けられます。病院に通院中の方も基礎疾患の治療だけでなく、体全体の健康を確認
するうえで、年に一度の健診受診をお勧めします。

■お問い合わせ　総合福祉センター内　保健福祉課　健康推進係　☎５－２１０８

●後期高齢者健診
内容　　　　�身体計測、血圧測定、尿検査、眼底検査、心電図、血液検査（肝機能、腎機能、脂質、

糖質代謝、貧血）、医師診察、保健師または管理栄養士による保健（栄養）指導
料金　　　　自己負担　５００円
◦施設型　　場所　　　士幌町国民健康保険病院
　　　　　　申込み　　国保病院に電話で申込み　☎５－２１０６
◦巡回型　　場所　　　町民保健センター（※７月３日（木）のみ中士幌公民館）　
　　　　　　　　　　　健診バスでの実施
　　　　　　日にち　　７月３日（木）、７月４日（金）、７月16日（水）、12月３日（水）、
　　　　　　　　　　　12月４日（木）、12月５日（金）、12月９日（火）、12月10日（水）、
　　　　　　　　　　　12月11日（木）
　　　　　　時間　　　６：30～10：30受付
　　　　　　申込み　　５月７日（水）申込み開始
　　　　　　　　　　　保健福祉課　健康推進係に電話で申込み　☎５－２１０８

●その他の検診
◦施設型　　肺がん・結核検診（胸部レントゲン）　　５００円
　　　　　　大腸がん検診（便潜血２日法検査）　　　５００円
　　　　　　胃がん検診（バリウムＸ線検診）　　 １，４００円
　　　　　　ピロリ菌検査　　　　　　　　　　　　 ８００円（胃バリウム実施者のみ）
　　　　　　骨粗鬆症検診（骨密度検査）　　　　　　８００円（女性のみ）
　　　　　　前立腺がん検診（血液検査）　　　　　　８００円（男性のみ）
　　　　　　日帰り人間ドック　　　　　　　　１０，０００円　
　　　　　　場所　　士幌町国民健康保険病院
　　　　　　申込み　国保病院に電話で申込み　☎５－２１０６

◦巡回型　　肺がん・結核検診（胸部レントゲン）　　５００円
　　　　　　エキノコックス症検診（血液検査）　　　３００円
　　　　　　場所　　町民保健センター（※７月３日（木）のみ中士幌公民館）　
　　　　　　　　　　健診バスでの実施
　　　　　　日にち　７月３日（木）、７月４日（金）、７月16日（水）、
　　　　　　　　　　12月３日（水）、12月４日（木）、12月５日（金）、
　　　　　　　　　　12月９日（火）、12月10日（水）、12月11日（木）
　　　　　　時間　　６：30～10：30受付
　　　　　　申込み　５月７日（水）申込み開始
　　　　　　　　　　保健福祉課　健康推進係に電話で申込み　☎５－２１０８

そのほかにも、いきいき歯科検診（無料）などもあります。歯科検診ご希望の方はご連絡ください。

受けやすい金額に
なっています！！

【
認
定
こ
ど
も
園「
な
か
よ
し
」５
つ
の
目
標
】

１ 

元
気
な
子（
に
こ
に
こ
）

２ 

仲
良
く
遊
ぶ
子（
ど
ん
ど
ん
）

３ 

思
い
や
る
子（
し
ん
し
ん
）

４ 

考
え
る
子（
い
き
い
き
）

５ 

表
現
す
る
子（
は
き
は
き
）
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～4月１日より藤原大輔院長が着任されました～ 安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

す
緊
急
集
会
」を
開
催

　
令
和
６
年
度
に
発
生
し
た
交
通
死
亡

事
故
を
受
け
、
町
民
を
守
り
、
家
庭
、

職
場
、
地
域
か
ら
交
通
事
故
の
被
害
者

等
を
絶
対
に
出
さ
な
い
願
い
を
込
め
、

３
月
14
日
に
緊
急
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
帯
広
警
察
署 

堺
交
通
第
一
課
長

か
ら
管
内
事
故
の
概
要
説
明
や
関
係
団

体
代
表
者
か
ら
の
決
意
表
明
と
集
会
宣

言
を
行
い
、『
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

遇
わ
な
い
』を
改
め
て
心
に
刻
む
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に

交
通
安
全
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方

�

再
確
認

　
町
で
は
、ス
プ
レ
ー
缶
の
排
出
は
、「
中

身
を
使
い
切
り
」「
穴
を
開
け
て
」排
出

い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、

中
身
を
出
し
切
る
際
や
穴
を
開
け
る
際

は
、
事
故
防
止
の
た
め
、
必
ず
風
通
し

の
良
い
屋
外
で
作
業
を
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

犬
を
飼
う
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

　
春
に
な
り
、
放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン

が
気
に
な
り
ま
す
。

　
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
、
自
宅
で
排
泄
を
済
ま
せ
て
か
ら
散

歩
に
行
く
よ
う
習
慣
を
つ
け
る
、
ミ
ニ

シ
ャ
ベ
ル
や
袋
な
ど
を
持
参
し
片
付
け

る
、
住
宅
の
敷
地
付
近
で
は
排
泄
を
さ

せ
な
い
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
マ

ナ
ー
ウ
ェ
ア
を
必
要
に
応
じ
て
着
用
さ

せ
る
な
ど
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
近
隣
の
方
と
の
快
適
な
生
活
環
境
を

守
り
、
末
永
く
お
付
き
合
い
し
て
い
く

た
め
、
思
い

や
り
を
忘
れ

ず
、
犬
を
飼

う
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ

う
。

旗
な
み
運
動
を
実
施

　
４
月
８
日
入
学
式
の
朝
、
士
幌
小
学

校
校
門
前
に
お
い
て
、
生
活
安
全
推
進

協
議
会
役
員
及
び
士
幌
駐
在
所
の
ご
協

力
の
も
と
、
児
童
の
登
校
時
間
帯
に
、

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
る「
旗
な
み
運
動
」を
実
施
し
ま

し
た
。

　
春
か
ら
通
学（
園
）を
始
め
る
児
童
は

「
と
び
出
し
」な
ど
の
危
な
い
行
動
を
し

が
ち
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
特
に
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
す
ぐ
に
止
ま

れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
各
種
ご
み
の

発
生
量
を
前
年
と
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で

す
。
前
年
度
と
比
較
し
て
ご
み
の
発
生

量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
資
源
と
し
て
分
別
で
き
る
も
の
は
、

地
区
の
集
団
回
収
を
利
用
し
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
等
へ
持
ち
込
む
な
ど
引

き
続
き『
ご
み
の
減
量
』に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

病院病院だよりだより病院病院だよりだより

●国民健康保険病院　電話５－２１０６
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資源 不燃 可燃

ごみに関するお問い合わせは、役場生活環境係（町民課直通）☎︎⑤５２３１
までお願いします。

　皆さん、はじめまして。2025年４月より勤務しています、藤原大輔と申します。

　私は2006年に札幌医科大学を卒業した医師で、現在45歳になります。

　簡単に自己紹介をしますと、大学卒業後に東京で初期研修と麻酔科の研修を終了しました。その後、

滋賀県にて救急医療に３年間従事したのち札幌医大の大学院に在籍、大学院卒業後は息子が鹿児島県

種子島へ留学することとなり、これに同行したため、４年間離島医療に従事しました。そして、この

４月から息子が鹿追町の中学校に進学することとなり、その関係で当院に勤務する運びとなりました。

　集中治療室から在宅まで、東京都港区から離島まで、日本の東西南北で働いた経験が私の財産です。

得意なのは一般内科診療以外に肩・膝・腰の痛み（注射）、爪の処置、一般外傷などですが、内科外科

問わず対応するように心がけています。モットーは『スピード命』。医療というのはゆっくりやってい

たのでは手遅れになることがありますので、迅速に対応することを心掛けています。

　さて、日本の医療はこれからどうなるのか考えたことはおありでしょうか？　インフレの加速、診

療報酬の据え置き、人手不足で、病院運営はますます困難となっています。病院が閉院するニュース

をご覧になったこともあるのではないでしょうか。病院はあって当たり前のものではなくなりつつあ

ります。しかし、当院は士幌町の大事な医療インフラであり、「福祉村」の中核です。町民のニーズを

正確に把握し、それに沿った医療を提供していく所存です。

　政府が進める施策としては、入院から在宅へ、医療ＤＸ、疾病予防などがあります。他の病院の後

を追随するのではなく、政府の施策を一歩先取りした病院運営を行っていくつもりです。そのために

は町民の皆様のご協力が必須です。一緒に良い病院を作っていきましょう。

院　長　藤
ふじ
原
わら
　大

だい
輔
すけ

【 主な勤務先 】
　東京大学医学部付属病院
　国際医療福祉大学病院三田病院
　大津市民病院
　公立種子島病院

【 　資　格　 】
　日本専門医機構救急専門医
　日本麻酔科学会指導医
　日本集中治療医学会専門医
　医学博士
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今
年
度
の
学
校
経
営
の
姿

　
今
年
度
の
各
小
中
学
校
の
経
営
方
針
・

経
営
の
重
点
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
各
校
で
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
向
け
教

育
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
士
幌
小
】

〇
学
校
経
営
の
基
本
方
針

　
⑴ 

創
意
あ
る
教
育
活
動
の
展
開

　
⑵ �

チ
ー
ム
と
し
て
生
き
て
は
た
ら

く
経
営

　
⑶ 

開
か
れ
た
学
校
の
創
造

〇
重
点
目
標

　

�　
「
自
ら
考
え
行
動
し
、
仲
間
と
力

を
合
わ
せ
る
子
ど
も
」の
育
成

〇
取
組
の
重
点

　
⑴ 

主
体
的
な
学
び
、
学
力
の
向
上

　
⑵ �

自
他
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
を

育
成

　
⑶ 

幼
保
小
中
高
の
連
携
を
深
め
る

　
⑷ �

地
域
の
人
材
や
教
育
環
境
を
活

か
し
た
教
育
活
動
を
推
進

　
⑸ �

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
推
進

【
中
士
幌
小
】

〇
学
校
経
営
の
基
本
方
針

　

�　
「
一
人
一
人
の
児
童
が
自
信
を
も
ち
、

未
来
に
向
か
っ
て
自
己
を
創
造
す
る

学
校
」

〇
重
点
目
標

　
⑴ 

学
力
の
向
上

　
⑵ �
読
書
や
言
語
活
動
を
通
し
て
読

解
力
・
書
字
力
向
上

　
⑶ 

豊
か
な
心
の
育
成

　
⑷ 

体
力
向
上

　
⑸ 

特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
⑹ �

保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
と

の
連
携
推
進

　
⑺ 

働
き
方
改
革

【
上
居
辺
小
】

〇
目
指
す
学
校
像

　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
高
い
学
校

〇
目
指
す
子
ど
も
像

　

�　
夢
や
目
標
を
も
ち
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
よ
う
と
す
る
子

　

�　
自
他
の
良
さ
を
認
め
、
友
達
と
協

力
し
、
工
夫
し
な
が
ら
、
粘
り
強
く

取
り
組
む
子

〇
８
つ
の
重
点

　
・
す
す
ん
で
学
習
す
る

　
・
家
庭
学
習　
　
　
・
読
書

　
・
自
分
の
よ
さ　
友
達
の
よ
さ

　
・
あ
い
さ
つ　
　
　
・
夢
や
目
標

　
・
い
き
い
き
元
気　
・
工
夫
す
る

【
中
央
中
】

〇
学
校
経
営
方
針

　
　
「C

hallenge

」to

「C
hange

」

　
～
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
！

〇
経
営
の
重
点

　
⑴ �

授
業
改
革

　
⑵ �Try&

Error

　
⑶ �Piece&

Puzzle

　
⑷ �

働
き
方
改
革

　
⑸ 

学
び
の
多
様
化

教
職
員
辞
令
交
付
式

�

転
入
教
職
員
の
活
躍
を
期
待

　
令
和
７
年
度
の
学
校
教
育
が
始
ま
り

ひ
と
月
ほ
ど
が
経
過
し
ま
し
た
。
真
新

し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
も
す
っ
か
り
学
校
に
慣
れ
た

様
子
で
、
笑
顔
で
元
気
に
登
校
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。
春
の
陽
気
と
と
も
に

桜
の
開
花
も
進
み
、
同
時
に
屋
内
外
で

子
ど
も
た
ち
が
躍
動
す
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
も
教
職
員
の
人
事
異
動

に
よ
り
、
小
・
中
・
高
で
、
校
長
先
生

１
名
、
教
頭
先
生
１
名（
昇
任
）を
は
じ

め
、
19
名
の
教
職
員
の
皆
様
を
本
町
に

お
迎
え
し
、
４
月
３
日
に
辞
令
交
付
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
ま
ず
初
め
に
、
土
屋
教
育
長

よ
り
、
教
職
員
一
人
一
人
に
辞
令
が
手

渡
さ
れ
た
後
、「
晴
れ
て
士
幌
町
の
教
職

員
と
な
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
歓
迎
す

二次元コード　学校HPの教

窓育

士幌町教育委員会

　ヌプカウシヌプリの麓でも雪解けが進み、春の暖かさをより感じられるようになってきた４月。こ
の度、４名の先生が着任し、教職員39名、全校生徒116名で令和７年度の士幌高校がスタートしまし
た。今年度も引き続き本校の教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。（４月８日現在）

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では

◆１学年主任よりご挨拶
大沼　渉　先生（アグリビジネス科担任）

　新入生の皆さん、保護者の皆様におかれましては士幌高校へのご入学誠におめでとうございます。
さて、高校での新生活がついに始まります。新たな門出に大きな期待を膨らませていることと思います。
各地からアグリビジネス科17人、フードシステム科22人合計39人が集まりました。これから３年間
をともに過ごす仲間です。学習活動や部活動、農業クラブ活動など、本校には活躍の場がたくさんあ
ります。39人それぞれが活躍できる場所を見つけ、ともに協力し充実した高校生活を送りましょう。
そして３年後に立派な社会人として活躍できるよう成長していきましょう。教職員一同全力でサポー
トします。これからどうぞよろしくお願いいたします。

◆令和７年度第76回入学式挙行～新入生39名が仲間入り～
　今年度も新入生を迎えスタートしました。少し緊張した様子の新入生でしたがアグリビジネス科17
名、フードシステム科22名の計39名が新生活をスタートさせました。

R7.3.19
１学年（現２学年）で、
農協記念館を見学し、
士幌の農業の歴史につ
いて学んできました。

○夏期略装期間開始� 7日（水）
○溶接実習� 8日（木）13日（火）
○いじめアンケート� 12日（月）
○校内意見発表大会 � 16日（金）
○全校集会高体連壮行会� 19日（月）
○花・野菜苗販売会� 20日（火）
○高体連集約大会� 22日（木）～24日（土）

【５月の予定】※行事は全て予定です。

る
。
本
町
の
教
育
の
進
展
に
大
い
に
力

を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」と

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
着
任
者
を
代
表
し
て
中
士
幌

小
学
校　
舘
英
樹
校
長
が
、「
辞
令
を
い

た
だ
き
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

チ
ー
ム
士
幌
の
一
員
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
生
き
る
力
を
育
成
す
る
た
め
尽

力
し
ま
す
。
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」と
力
強
く
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　
着
任
さ
れ
た
教
職
員
の
皆
様
に
は
、

一
日
も
早
く
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
に
と
け
込
ん
で
い
た
だ

き
、
士
幌
町
の
教
育
の
質
を
高
め
、
子

ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
育
成
す
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
活

か
し
、
チ
ー
ム
士
幌
の
一
員
と
し
て
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

１年１組アグリビジネス科
大沼　渉　先生

新入生代表宣誓
１年１組　小川　晴基さん
（本別町立勇足中学校出身）

１年２組フードシステム科
皆川　亜希子　先生
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川
　
柳

・
も
う
少
し
結
婚
60
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚�
和
田
　
節
子

・
ふ
た
り
き
り
君
と
見
送
る
ラ
ン
ド
セ
ル�

小
野
寺
　
僚

町 
民

文
芸

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

次
回
は
士
幌
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

勤
務
の
早
坂
波
輝
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
。
由
佳
さ
ん
か
ら
波
輝
さ
ん
へ
一
言
。

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

◆
家
族
構
成
◆

　

�

単
身

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の
◆

　
�

山
が
綺
麗
に
見
え
る
と
こ
ろ

◆
旅
行
に
行
く
と
し
た
ら
？
◆

　

四
国
・
台
湾

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
由
佳
さ
ん
は
、
帯
広
市
出
身
で
士
幌
高
校

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
科
に
入
学
。
卒
業
後
は
、

帯
広
大
谷
短
期
大
学
社
会
福
祉
科
介
護
福
祉

専
攻
で
、
介
護
の
法
律
か
ら
介
助
の
仕
方
、

訪
問
介
護
の
実
習
や
施
設
で
の
実
習
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
、
高
校
の
先
生
か
ら
町
の
制
度
の

話
し
を
聞
き
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
士
幌
町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ほ
ほ
え
み
で
、
利
用
者
様
の
身
の
回
り
の
手

助
け
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
仕
事
面
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
特

に
な
い
」と
話
す
由
佳
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら

利
用
者
様
の
目
を
見
て
話
す
よ
う
に
心
が
け

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
休
み
の
日
は
、
写
真
を
撮
り
に
行
く
と
話

す
由
佳
さ
ん
。
網
走
や
北
見
、
大
樹
、
近
く

の
公
園
で
動
物
を
撮
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

由
佳
さ
ん
は
、
三
国
峠
の
途
中
の
川
で
、
初

め
て
買
っ
た
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
て
み
る

と
、
ち
ょ
う
ど
鳥
が
飛
ん
で
お
り
、
綺
麗
な

写
真
を
撮
れ
た
こ
と
が
す
ご
く
思
い
出
に
残

っ
て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
然

別
湖
に
現
れ
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
に
ま
だ
遭
遇
し

た
こ
と
が
な
い
の
で
、
遭
遇
し
て
写
真
を
撮

り
た
い
！
」写
真
好
き
を
発
揮
し
て
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
い
て
み
る
と「
法

律
系
が
苦
手
な
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
の
資
格
取

得
に
向
け
て
勉
強
を
頑
張
り
た
い
！
」と
意

気
込
む
由
佳
さ
ん
で
し
た
。

本
通

�

齊さ
い

藤と
う

　
由ゆ

う

佳か

　
さ
ん

美
し
い
景
色
を

�

求
め
て
…

【児童書】
てんまでとどけ…�（いもとようこ）
ひみつのおすしやさん�（黒岩まゆ）
おたすけてんぐベンベン
� （長谷川義史）
もじもじモンスター� （古谷萌）
キツネのてがみや
� （マツゾエヒロキ）
５分後に意外な結末Ｑ ［３］
� （桃戸ハル）
ヤービと氷獣� （梨木香歩）
十年屋 ８� （廣嶋玲子）
こども「友だちとのつきあい方」
� （カンゼン）
幻獣＆妖怪タッグ最強王図鑑
� （Ｇａｋｋｅｎ）
こども気象庁� （新星出版社）
リコーダーがうまくなる
� （大月書店）

【一般書】
春立つ風� （あさのあつこ）
ひとり旅日和 ６� （秋川滝美）
人生劇場� （桜木紫乃）
初瀬屋の客� （西條奈加）
地面師たち アノニマス�（新庄耕）
猫の刻参り� （宮部みゆき）
そんなときは書店にどうぞ
� （瀬尾まいこ）
昭和史 戦前・戦後篇�（半藤一利）
地図なき山� （角幡唯介）
ビジネスマナー講座 改訂版
� （田巻華月）
だます技術� （小森美武）
普通の人のための投資� （桶井道）
子どもが喜ぶ絶品おうちごはん
� （しょうこ）
台所道具の選び方、使い方、繕い
方� （日野明子）

★座右のラテン語
� （ヤマザキマリ）
　ウェルギリウス、セネ
カ、カエサル…。激動の
古代ローマを生きた人物
によるものを中心に、古
代ローマを描いてきた漫
画家と気鋭のラテン語研
究者がラテン語の格言を
取り上げ、それについて語り尽くす。

★ミルキーウェイ―竹雀農業高校牛部―
� （堀米薫）
　竹雀農業高校へ入学し
た夢生は、牛に惹かれ、
実習用の牛のお世話をす
る「牛部」へ入部する。
日本の乳牛の99％を占め
るというホルスタイン
種。夢生の体の３、４倍はありそうな
大きな牛たちとの生活が始まり…。

俳
　
句

・
春
の
音ね

に
ピ
ア
ノ
発
表
会
孫
の
頬ほ

ほ�
�

�

和
田
　
節
女

・
幼
な
き
日
母
が
作
り
し
柏
餅�

�
�

研
紀

・
十
勝
晴
れ
元
気
に
育
て
と
鯉
幟�

�
�

研
紀

・
競
え
ど
も
空
ま
で
遠
い
土
筆
坊�

�
�

水
音

・
手
を
た
た
き
こ
こ
ま
で
お
い
で
青
き
踏
む�

�
�

水
音

短
　
歌

・
突
然
に
手
作
り
豆
腐
を
友
人
が
久
し
ぶ
り
ね
と
時
を
忘
れ
て

�

清
水
さ
よ
子

・
あ
か
ね
空
夕
や
け
こ
や
け
の
鐘
の
音
が

�

三
木
　
悦
子

・
ヌ
プ
カ
に
こ
だ
ま
し
ひ
と
日
が
暮
れ
る

�

三
木
　
悦
子

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
附
・
寄
贈

▼
賑
わ
い
や
活
力
を
創
り
だ
す
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業

士
幌
南
部
第
２
地
区

　
　
土
地
改
良
事
業
促
進
期
成
会

�

３
８
，
６
９
９
円

▼
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
町
長
が
必

要
と
認
め
る
事
業

竹
迫　
真
樹
さ
ん　

�

20
万
円

《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

▼
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
つ
く
る
事
業

株
式
会
社
Ｈ
Ｂ
Ａ（
札
幌
市
）

▼
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
支
援
を

充
実
さ
せ
る
事
業

株
式
会
社
振
興
電
気（
帯
広
市
）

《
認
定
こ
ど
も
園
へ
》

士
幌
町
赤
十
字
奉
仕
団

�

避
難
用
持
ち
出
し
バ
ッ
グ

�

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
紙
芝
居
・
絵
本
他

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

実
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。
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

暮らしのカレンダー ５月
日にち 行　　　　　　　事 場所

1 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

2 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
9:00～11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
3 土
4 日
5 月
6 火
7 ㊌☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

8 ㊍
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:00～11:30 キッズ・クラブ 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

受付時間は個別通知 2歳児教室 保セ

9 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 わんぱくの日 認定こ

10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

15:45～16:00 受付 予防接種 国保
（二種混合・日本脳炎）

10 土
11 日

12 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～11:00 ぴよぴよ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

13:30～14:30 ふまねっと タウン

13 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:30～11:30 スマイル教室 認定こ

13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

14 ㊌

☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
9:30～11:30 献血（役場前）

13:00～14:30 献血（JA 士幌町ラウンジ前）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

15:00～16:00 献血（福祉センター）

15 ㊍
☆ 9:30～11:30 なかよくあそぼ 中児

13:30～14:30 ふまねっと 中士幌
受付時間は個別通知 幼児健診 保セ

16 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆ 9:30～11:30 おひさまの日 認定こ

10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
17 土

日にち 行　　　　　　　事 場所
18 日

19 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:15～13:30 受付 予防接種 国保
（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合・日本脳炎）

20 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
9:30～11:30 早期介入運動教室 保セ

13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

13:30～14:30 ふまねっと コミセン

21 ㊌☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

22 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

23 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
24 土
25 日

26 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:15～13:30 受付 予防接種 国保
（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合・日本脳炎）
27 ㊋ 13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

28 ㊌
9:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ

☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

29 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

30 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 保セ

（BCG・麻しん風しん混合）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

31 土
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※�子育て支援は０歳から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象
です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆印のお問い合
わせや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－４１０２）
または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター� �
（電話５－２１８８）にご相談ください。

保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション

認定こ→認定こども園なかよし
国保 →国保病院
中士幌→中士幌地区公民館

タウン→タウンプラザ
コミセン→�コミュニティーセンター

【凡　例】
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